多変量尺度混合分布の漸近展開 (統計数理研究所 研究活動 (平成２年度 研究報告会要旨)) by 清水 良一 & Ryoichi Shimizu
ユ56 統計数理第39巻第1号ユ991
ソトを頂きました．
                   参考 文 献
Wahba，G．（1990）．酬5m Moaeゐ〃0わ∫m励。mZ Dα広α，SIAM，Phi1ade1phia，Pemsy1vania．
柳本武美，柳本正勝（1983）．系列データに対する単回帰モデルの適合性を診断する手法とその適用，統計数
   理研究所彙報，31，117－127．
Yanagimoto，T．and Yanagimoto，M．（1987）．The use of margina11ike1ihood for a diagnostic test for
   the goodness of it of the simp1e linear regression mode1，rec伽。me〃。s，29，95一ユ0ユ．
統計基礎研究系
              多変量尺度混合分布の漸近展開
                                    清 水 良 一
 分布Gに従う力次元確率ベクトルZの尺度混合X＝Σ1－2Zの分布関数をF（κ）とする．ただし，Σは
Zと独立で，単位行列みの近傍で変動する確率行列であるとする．問題は，FをGの周りで展開する
こと，そして展開を有限の項で打ち切ったときの誤差を評価することである．昨年度に報告したものの
改良について述べた．
 F，0の確率密度関数をそれぞれ！，gとし，！を
ル）一／1・貫（…）／・（κ）
という形の関数で近似する：∫（κ）＝g免（κ）十δ危（κ）．
問題は…の部分の決定と誤差項δた（κ）の評価である．具体的には
∠1≡ム1δ1（κ）1・κ
を評価したい．昨年度はΣ＝diag（σ子，σ多，．．．，6）という特殊な場合について述べたが，これを一般のΣ
に拡張する．々＝2のとき，
           星2（κ）＝｛1＋2－1（κf亙（Σ一∫）κ一（亙tr（ΣI一∫）））｝φ（κ）
という展開が得られるが，その誤差評価が次の様に与えられる．
  確率1でΣ一∫＞Oであれば
 （＊）        ∠。≦O．26・（万1Σ1）’∫2・（亙（tr（Σ一∫））4）’’2．
確率1で∫一Σ＞Oのときには（＊）においてΣをΣ一1に置き換えればよい．一般の場合には
         ∠。≦2．04・が・｛亙（λ享十λ｛）1’’2・｛亙（tr（Σイ）4＋tr（Σ一’一∫）4）｝’∫2
である．ただし，λ。とんはそれぞれΣおよびΣ一1の最大固有値を表す．
            統計モデルとしての確率分布とその応用
                                    平 野 勝 臣
 本年度の研究：（1）正値連続分布の典型であるスケール分布族の代表的な分布についての考察をまと
めた（岩瀬・平野（1990））．（2）オーダー后の離散分布の研究のうち，K．D．Ling氏の訪間を機会に彼の
研究について調べ，これに関するいくつかの結果をまとめた（Hirano et a1．（1991））．当日は以上の共
